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※環状線工事に伴い現状とは違うので、
縦断面図には、埋設物を表示しない。

※（ ）内は計画土被り
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図面番号

工事箇所

図 面 名

設計製図

事業主体

峡東流域関連笛吹市公共下水道事業

平 面 図 ・ 縦 断 面 図 ( 既 設 管 )

年 月 日 縮 尺 図 示
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案　内　図
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笛 吹 市 石 和 町 広 瀬 地 内
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　横1:500
　縦1:100

縦　断　面　図 縮尺

※下水道計画高－道路計画高＝0.085ｍ高いので
施工時注意すること。
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No.55-5-2
(既 設)
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硬質塩化ビニル管
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※環状線工事に伴い現状とは違うので、
縦断面図には、埋設物を表示しない。
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峡東流域関連笛吹市公共下水道事業

平面図・縦断面図(新設・既設管)

年 月 日 縮 尺 図 示
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　縦1:100
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※下水道計画高－道路計画高＝0.085ｍ高いので
施工時注意すること。
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割込人孔

※試掘３４
　２５０

３．６‰

３７
　２００

１７.３‰

３８
　２５０

２．４‰

KBM.36
H=260.458m

３７
１７．３‰

　２００

＋２５８．１４０

３４
－２

　２００

３．０‰

３４
－３

　３００

３．０‰

３６

２１．２５

３．５‰

　２５０

No.36-2
(既 設)

No.36-1-1
(起 点)

No.38-1
(既 設)

No.34-3-1
(124-10)
(179-05)

３６ ３．５‰

８.６５

　２５０
３６
－１

３．５‰

１８.５０

　２５０

キャップ止め

３６
－１

５７
－１

NTT2条1段 DP=1.10～1.56m

水道φ150(DIP)
※詳細不明

水道φ150(DIP)
※詳細不明

BorNo.20(環状線)

10 20 30 40 500

1.65

Bor
No
.B-

20(
環状

接)

GL=
26
0.3

95(
下水

道高)

流域下水道φ1650(HP)
DP=2.80～3.20m

※( )内は削孔高

※廃止 ※廃止

※廃止

※廃止
縁切り

縁切り

縁切り

※廃止

(＋２５８．１８５)

(＋２５８．３４８)

rikou
線



笛 吹 市 役 所 下 水 道 課

工事番号

工 事 名

図面番号

工事箇所

図 面 名

設計製図

事業主体

峡東流域関連笛吹市公共下水道事業

No.34-3-1 人孔設置工

年 月 日 縮 尺 図 示

No.34-3-1 人孔設置工

笛 吹 市 石 和 町 広 瀬 地 内

R=200
0

+8
0

NO
.3

260.66

F

割込人孔

No.34-3-1
(124-10)
(179-05)

３６
　２５０

３．５‰

縁切り

３４
－３ ３００

３．０‰

３４
－２

３．０‰

２００

３６
　２５０

３．５‰

水道φ150(DIP)
※詳細不明

軽量鋼矢板立坑
□3000×2000

平　面　図
縮尺1/250

軽量鋼矢板立坑平面図

内蔵一体型支保工
(切りばり・腹起し)

軽量鋼矢板

t=4mm

3000

1210型(ｱﾙﾐｷﾞｱ式ｼﾞｬｯｷ)

2
0
0
0

軽量鋼矢板立坑断面図

内蔵一体型支保工
(切りばり・腹起し)

砕石基礎(RC-40)

軽量鋼矢板
t=4mm

(▽260.59)

2000

1210型(ｱﾙﾐｷﾞｱ式ｼﾞｬｯｷ)

2000

内蔵一体型支保工
(切りばり・腹起し)

1210型(ｱﾙﾐｷﾞｱ式ｼﾞｬｯｷ)

人孔継手φ250
(推進用継手)

既設管φ250(VU)

既設管φ250(VU)

1号用底版φ1110
分割タイプ

1号用躯体(φ900×900)
馬蹄タイプ

新設管φ200(リブ)

新設管φ300(リブ)

鏡切りφ300

5
4
0

既設管φ250(VU) H=258.236

新設管φ200(リブ) H=258.347

切り替え後、塩ビ管を縁切し
コンクリートで間詰め

人孔プラグ止め
※バキューム車待機

8
0
0

1
0
0
0

1
7
0
0

8
9
4

1号用躯体(φ900×900)
馬蹄タイプ

1号用底版φ1110
分割タイプ

新設管φ300(リブ)
H=258.186

1000

軽量鋼矢板(全損)残置

1
5
0
0

軽
量

鋼
矢

板
(
全

損
)
残

置

2
4
0
4

2
2
4
3

1号用直壁(φ900×900)

1号用斜壁
(φ900×600×450)

調整リング(φ600×200)
調整金具

鉄蓋T-14

2
6
9
4

2
8
9
4

▽257.896

▽257.696

(
人

孔
深

)

(
立

坑
深

)

(
掘

削
深

)

3
5
0
0

(
軽

量
鋼

矢
板

)

▽257.090

<施工手順>

①ウエルポイント打設
②立坑部掘削
③立坑構築
④1号人孔用底版分割タイプ設置
⑤1号人孔用馬蹄タイプのみ設置
⑥新設管φ300(リブ)と人孔部接続(鏡切+下流管布設)
⑦上流人孔にてプラグ設置、バキューム車待機
⑧既設管切断、既設管φ250(VU)推進用人孔継手設置
⑨既設管φ250(VU)と新設管φ300(リブ)をプラグでつなぎ仮設管を設置
⑩人孔インバート設置、既設下流管φ250を縁切+コンクリート間詰め
⑪仮設プラグ管を撤去、開放
⑫残り人孔部設置、軽量鋼矢板一部残置、砕石埋め戻し

人孔継手φ250
(推進用継手)

１号人孔特殊部材

底版分割タイプ

φ1110

1110

接続金具

躯体馬蹄タイプ

※

5
4
0 9
0
0

φ1050

75 900 75

1
3
0

1 05 0

75 900 75

縮尺1/30 縮尺1/30

縮尺1/30

2
0
0

※上流側410

下流側356

5
5



gesui06
線

gesui06
線

gesui06
線

gesui06
線



笛 吹 市 地 内



平 面 図

塩ビ製小口径マンホール標準構造図

φ６２０

φ４２０

内 蓋

保護鉄蓋

沈下防止板

φ３００ゴム輪受口立管

インバート

１
５

０

断 面 図

※ 但し、曲り箇所については、インバートに０°、１５°、
３０°、４５°、６０°、７５°、９０°の製品があるので
角度に応じた物を使用する。また　それでも角度調整が困難
な場合は専用の自在継手を使い角度調整を行なう。

Ｇ．Ｌ

粒調砕石

Ｇ．Ｌ

（Ｔ－１４）
（Ｔ－２５）

鉄　蓋（Ｔ－８）　

沈下防止板（Ｔ－８）

　（Ｔ－１４）
　（Ｔ－２５）

φ３００ゴム輪受口立管

断 面 図

平 面 図

標 準 落 差 用

落差インバート用支管

落差インバート用支管

落差用インバート

工事番号

工 事 名

工事箇所

図 面 名

設計製図

事業主体

図面番号

縮 尺年 月 日

笛 吹 市 役 所 下 水 道 課

塩ビ製小口径人孔標準構造図

笛 吹 市 地 内

粒調砕石

笛 吹 市 公 共 下 水 道 事 業

１４

１８



塩ビ製小口径桝（標準型） 塩ビ製小口径桝（ドロップ型）

平 面 図 断 面 図 断 面 図平 面 図

取
付

管
掘

削
深

（
Ｈ

）

１
６

５
１

１
４ １

０
０

舗
装

厚

５５０

１
：
０
．
１

１
：
０
．
１

埋め戻し用砂（山砂）

塩ビ製小口径桝（φ２００）及び取付管構造図

取
付

管
掘

削
深

（
Ｈ

）

１
６

５
１

１
４ １

０
０

舗
装

厚

５５０

１
：
０
．
１

１
：
０
．
１

埋め戻し用砂（山砂）

９
０

０

発生路盤材又は
 購入土埋戻し Ｃ－４０又はＲＣ－４０

取 付 管 土 工 図 支 管 詳 細 図

市 道 国 県 道 ９０°支管 ６０°支管

φ１５０
φ１００

６０°支管

φ２００×φ１５０
φ１５０×φ１００

φ２００
φ１５０

※ ６０°支管の使用については
協議を行うこと。

取付管

本 管

６０°

φ１５０
φ１００

φ２００×φ１５０
φ１５０×φ１００

φ２００
φ１５０

取付管

本 管

９０°

９０°支管

　（ます深　Ｈ＝１．６０ｍ未満）

　発生路盤材
　または
 Ｃ－４０

（ＲＣ－４０）
　または

　良質発生土

塩ビ製小口径桝

φ１００

φ１００

φ
１

０
０

φ
２
０
０

φ１００用専用キャップ

φ１００用専用キャップ

ま
す

深
 （

Ｈ
）

φ
１

０
０

φ２００硬質塩ビ管（ＶＵ）

インバート桝φ１００用専用キャップ

φ１５０プレーンエンド直管

φ
１

０
０

φ１５０自在曲管

φ１５０カラー継手

φ
１
５
０

φ
１
０
０

φ１００

φ１００

φ
１

０
０

φ
２
０
０

φ１００用専用キャップ

φ１００用専用キャップ

ま
す

深
 
（

Ｈ
）

φ
１

０
０

φ２００硬質塩ビ管（ＶＵ）

インバート桝

φ１００用専用キャップ

φ
１

０
０

φ
１

０
０

塩ビ製小口径桝

本 管

支 管

φ１５０プレーンエンド直管

φ１５０自在曲管

φ１５０カラー継手 φ１５０曲管（ゴム輪受口タイプ）

本 管

支 管

φ１５０曲管（ゴム輪受口タイプ）

※ 置換材及び埋め戻し用砂（山砂）は、規定の品質を満たすものを使用すること。

１
０

０

１
０

０

工事番号

工 事 名

工事箇所

図 面 名

設計製図

事業主体

図面番号

縮 尺年 月 日

笛 吹 市 役 所 下 水 道 課

塩ビ製小口径桝及び取付管構造図（φ２００）

笛 吹 市 地 内

φ１００自在曲管

φ１００カラー継手

φ１００プレーンエンド直管

φ１００曲管（ゴム輪受口タイプ）

１０．０‰以上

塩ビ製小口径桝

φ１５０プレーンエンド直管

φ１５０自在曲管

φ１５０カラー継手

φ１００自在曲管

φ１００カラー継手

φ１００プレーンエンド直管

φ１００曲管（ゴム輪受口タイプ）

本 管

首振り支管

φ１００プレーンエンド直管

φ１００カラー継手

φ１００自在曲管

１０．０‰以上

１０．０‰以上

取付管詳細図 取付管詳細図（首振り支管） 取付管詳細図

（差し口形）

φ
１

５
０

φ２００用塩ビ製蓋

(外径接着タイプ、傾斜地用、中央マーク)

φ
１

５
０

φ
１

５
０

(外径接着タイプ、傾斜地用、中央マーク)

φ２００用塩ビ製蓋

埋設標識テープ

※ 道路幅員５．００ｍ以上の路線
については、発生土は使用しな
いこと。

埋設標識テープ

（差し口形）

笛 吹 市 公 共 下 水 道 事 業

１５

１８



取 付 管 土 工 図 支 管 詳 細 図

町 道 国 県 道 ９０°支管 ６０°支管

塩ビ製小口径桝（標準型） 塩ビ製小口径桝（ドロップ型）

φ１００用専用キャップ

φ１００用専用キャップ

平 面 図

ま
す

深
　

（
Ｈ

）

インバート桝

φ１００用専用キャップ

断 面 図

φ１００用専用キャップ

断 面 図

φ１００用専用キャップ

φ１００用専用キャップ

平 面 図

φ
１
５
０

インバート桝

 （ます深　Ｈ＝１．６０ｍ以上）

塩ビ製小口径桝（φ３００）及び取付管構造図

φ３００硬質塩ビ管（ＶＵ）

φ
３
０
０

φ３００用塩ビ製蓋

(内径接着タイプ、傾斜地用、中央マーク)

φ３００硬質塩ビ管（ＶＵ）

(内径接着タイプ、傾斜地用、中央マーク)

φ３００用塩ビ製蓋

塩ビ製小口径桝

φ１００

φ１００

φ
１

０
０ ま

す
深

 （
Ｈ

）

φ
１

０
０

φ１５０プレーンエンド直管

φ
１

０
０

φ１５０自在曲管

φ１５０カラー継手

φ１００

φ１００

φ
１

０
０

φ
１

０
０

φ
１

０
０

φ
１

０
０

塩ビ製小口径桝

本 管

支 管

φ１５０プレーンエンド直管

φ１５０自在曲管

φ１５０カラー継手
φ１５０曲管（ゴム輪受口タイプ）

本 管

支 管

φ１５０曲管（ゴム輪受口タイプ）

取
付

管
掘

削
深

（
Ｈ

）

１
６

５
１

１
４ １

０
０

舗
装

厚

５５０

１
：
０
．
１

１
：
０
．
１

埋め戻し用砂（山砂）

取
付

管
掘

削
深

（
Ｈ

）

１
６

５
１

１
４ １

０
０

舗
装

厚

５５０

１
：
０
．
１

１
：
０
．
１

埋め戻し用砂（山砂）

９
０

０

発生路盤材又は
 購入土埋戻し Ｃ－４０又はＲＣ－４０

φ１５０
φ１００

６０°支管

φ２００×φ１５０
φ１５０×φ１００

φ２００
φ１５０

※ ６０°支管の使用については
協議を行うこと。

取付管

本 管

６０°

φ１５０
φ１００

φ２００×φ１５０
φ１５０×φ１００

φ２００
φ１５０

取付管

本 管

９０°

９０°支管

　発生路盤材
　または
 Ｃ－４０

（ＲＣ－４０）
　または

　良質発生土

※ 置換材及び埋め戻し用砂（山砂）は、規定の品質を満たすものを使用すること。

１
０

０

１
０

０

工事番号

工 事 名

工事箇所

図 面 名

設計製図

事業主体

図面番号

縮 尺年 月 日

笛 吹 市 役 所 下 水 道 課

塩ビ製小口径桝及び取付管構造図（φ３００）

笛 吹 市 地 内

取付管詳細図 取付管詳細図（首振り支管） 取付管詳細図

１０．０‰以上

塩ビ製小口径桝

φ１５０プレーンエンド直管

φ１５０自在曲管

φ１５０カラー継手

φ１００プレーンエンド直管

φ１００カラー継手

φ１００自在曲管

φ１００曲管（ゴム輪受口タイプ）

φ１００プレーンエンド直管

本 管

首振り支管

φ１００カラー継手

φ１００自在曲管

１０．０‰以上

φ１００プレーンエンド直管

φ１００カラー継手

φ１００自在継手

φ１００曲管（ゴム輪受口タイプ）

１０．０‰以上

φ
１

５
０

φ
１

５
０

（差し口形）

φ
１
０
０

φ
１

５
０

（差し口形）

埋設標識テープ

※ 道路幅員５．００ｍ以上の路線
については、発生土は使用しな
いこと。

埋設標識テープ
笛 吹 市 公 共 下 水 道 事 業

１６

１８



笛 吹 市 地 内

参考図 

gesui06
長方形



工事番号

工 事 名

工事箇所

図 面 名

設計製図

事業主体

図面番号

縮 尺年 月 日

笛 吹 市 役 所 下 水 道 課

１：３０

笛 吹 市 地 内

笛 吹 市 公 共 下 水 道 事 業

１８

１８

軽 量 鋼 矢 板 土 留 工 構 造 図 縮　尺　1：30

平 面 図

断 面 図

対応支保工　２．００＜Ｈ≦３．５０

（　２　　段　） （　３　　段　）

対応支保工　１．３０≦Ｈ≦２．００

（　１　　段　）

対応支保工　３．５０＜Ｈ≦３．８０

（ 軽 量 金 属 製 支 保 工 ）

軽 量 鋼 矢 板 腹 起 し

切 梁

腹 起 し

（水圧式　ｏｒ　ねじ式）

切 梁

切 梁

（水圧式　ｏｒ　ねじ式）

（水圧式　ｏｒ　ねじ式）

軽 量 鋼 矢 板 軽 量 鋼 矢 板

腹 起 し 腹 起 し軽 量 鋼 矢 板

（水圧式　ｏｒ　ねじ式）

切 梁

（　軽　量　金　属　製　）

（　軽　量　金　属　製　） （　軽　量　金　属　製　）

（　軽　量　金　属　製　）

５
０

０
（

Ｈ
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